
 

（案） 

中須賀第２雨水排水ポンプ場 

外１７施設で使用する電気の 

調達契約書 

  



 

  



契 約 書 

 

松山市長 野志 克仁（以下「甲」という。）と○○○（以下「乙」という。）との間に、中

須賀第２雨水排水ポンプ場外１７施設で使用する電気の調達について、下記条項により契約

を締結する。 

 

記 

 

（契約の目的） 

第１条 乙は、別添の「電気の調達仕様書」に基づき業務を行うものとする。 

 

（契約単価） 

第２条 契約単価は次の通りとし、いずれの額も消費税及び地方消費税額を含む。 

      基本料金  「契約書別紙 単価表」のとおり 

      電力量料金 「契約書別紙 単価表」のとおり 

 

（需要場所及び期間） 

第３条 乙が電気を調達する場所及び期間は、次のとおりとする。 

      場所 仕様書別紙１「需要場所等一覧」のとおり 

      期間 自 令和３年４月 １日  ０：００ 

         至 令和４年３月３１日 ２４：００ 

 

（契約保証金） 

第４条 甲は、本契約の保証金を松山市契約規則（平成２０年規則第１１号。以下「契約規

則」という。）第４２条第３号の規定により免除するものとする。 

 

（権利義務の譲渡禁止等） 

第５条 乙は、本契約によって生ずる権利又は義務を第三者に譲渡し、又は移転してはなら

ない。ただし、書面により甲の承諾を得たときは、この限りでない。 

 

（使用電力量の増減） 

第６条 甲の使用電力量は、仕様書別紙２「予定契約電力・予定使用電力量一覧」に掲げる

予定使用電力量を上回り、又は下回ることができる。 

 

（接続供給契約等により生ずる債務の負担） 

第７条 乙が一般送配電事業者と接続供給契約等を締結し、甲に電気の供給を行う場合にお

いて、当該接続供給契約等によって生ずる料金その他の金銭債務（甲に起因し生ずる金銭



債務を除く。）は、乙が負担するものとする。 

 

（契約電力） 

第８条 契約締結時において契約電力が 500 キロワット以上の契約における契約電力は仕様

書のとおりとする。 

２ 契約締結時において契約電力が 500 キロワット未満の契約における契約電力は、次のと

おりとする。 

 （１）各月の契約電力は，その１月の最大需要電力と前 11月の最大需要電力のうち、いず

れか大きい値とする。 

 （２）最大需要電力が 500 キロワットを上回った場合は、最大需要電力等をもとに契約電

力を甲乙の協議により定めることとする。 

 

（契約電力の変更） 

第９条 契約電力を変更する必要があるときは、甲及び乙が協議の上変更する。 

２ 甲は、最大需要電力が契約電力を超過した（契約電力が 500 キロワット未満の契約にお

いては、最大需要電力が 500 キロワットを上回った）場合には、乙の責めに帰すべき事由

による場合を除き、超過した契約電力に契約書別紙にて定める基本料金単価を乗じて力率

割引または割増を適用した額の１．５倍に相当する金額を、当該月の電気料金に加えて乙

に支払うものとする。 

 

（検針） 

第１０条 乙は、毎月末日に各需要場所における当該月の使用電力量及び最大需要電力等の

検針を行い、速やかに甲及び各需要場所の責任者に検針結果を通知すること。なお、通知

の方法は、甲乙協議して定めるものとする。 

 

（料金の算定方法） 

第１１条 料金は、契約電力及び使用電力量等により各月毎に算定するものとする。 

２ 料金は、次の各号に掲げる料金を合算した額とする。 

 （１）基本料金 契約電力、第２条に定める基本料金単価及び力率を用いて以下の算式に

より算出する。 

    ・基本料金＝契約電力×基本料金単価×（１．８５－力率／１００） 

 （２）電力量料金 使用電力量及び第２条に定める電力量料金単価を用いて以下の算式に

より算出する。 

    ・電力量料金＝使用電力量×電力量料金単価 

 （３）燃料費調整額 燃料費調整額は、当該地域を所轄する一般電気事業者が採用する燃

料費調整単価を用いて以下の算式により算出する。 

    ・燃料費調整額＝使用電力量×（±燃料費調整単価） 

 （４）再生可能エネルギー発電促進賦課金 再生可能エネルギー発電促進賦課金は、当該



地域を所轄する一般電気事業者が定める電気供給条件による。 

３ 料金の算定に係る端数調整は、次の各号のとおりとする。 

 （１）契約電力の単位は１ｋＷとし、その端数は小数点以下第１位で四捨五入する。 

 （２）使用電力量の単位は１ｋＷｈとし、その端数は小数点以下第１位で四捨五入する。 

 （３）力率の単位は１％とし、その端数は小数点以下第１位で四捨五入する。 

 （４）電気料金は、施設毎に算出し、少数点以下を切捨てる。 

 

（料金の請求及び支払い） 

第１２条 乙は、第１０条に定める検針終了後、前条の規定に基づき算定した当該月の料金

を速やかに甲に請求し、甲は適法な支払い請求書が提出されたときは、これを受理した日

から起算して３０日以内に乙に支払うものとする。 

 

（支払遅延利息） 

第１３条 乙は、甲の責に帰する事由により、前条の規定による料金の支払いが遅れた場合

には、遅延日数に応じ、当該未受領金額に対し、政府契約の支払遅延防止等に関する法律

（昭和２４年法律第２５６号）第８条第１項の規定に基づき財務大臣が決定する率で計算

した額の遅延利息の支払いを甲に請求できるものとする。 

 

（事情変更） 

第１４条 甲及び乙は、本契約締結後、経済情勢の変動、天災地変、法令の改正又は改廃そ

の他著しい事情の変更により、本契約に定める条件が不適当となったと認められる場合に

は、甲乙協議の上、本契約の全部又は一部を変更することができる。 

２ 前項の場合において、本契約に定める条項を変更する必要があるときは、甲乙協議の上、

書面により定めるものとする。 

 

（甲による契約解除等） 

第１５条 甲は、乙が次の各号のいずれかに該当するときは、本契約の全部又は一部を解除

することができる。 

 （１）天災その他不可抗力の原因によらないで、電気の調達をする見込みがないと明らか

に認められるとき。 

 （２）正当な事由により解約を申し出たとき。 

 （３）本契約の履行に関し、乙又はその従業員、使用人等に不正な行為があったとき。 

 （４）前各号に定めるもののほか、本契約条項に違反し、又は本契約の目的を達すること

ができないと明らかに認められるとき。 

２ 甲は、乙が次の各号のいずれかに該当すると認められるときは、催告することなく本契

約を解除することができる。 

 （１）役員等（乙が個人である場合にはその者を、乙が法人である場合にはその役員又は

その支店若しくは常時業務等の契約を締結する事務所の代表者をいう。以下同じ。）が



暴力団員等（松山市暴力団排除条例（平成２２年条例３２号）第２条第３号に規定す

る暴力団員等をいう。以下同じ。）であると認められるとき。 

 （２）暴力団（松山市暴力団排除条例第２条第１号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）

又は暴力団員等が経営に実質的に関与していると認められるとき。 

 （３）役員等が自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を加

える目的をもって、暴力団又は暴力団員等を利用するなどしたと認められるとき。 

 （４）役員等が、暴力団又は暴力団員等に対して資金等を供給し、又は便宜を供与するな

ど直接的あるいは積極的に暴力団の維持、運営に協力し、若しくは関与していると認

められるとき。 

 （５）役員等が暴力団又は暴力団員等と社会的に非難されるべき関係を有していると認め

られるとき。 

 （６）再委託契約その他の契約にあたり、その相手方が（１）から（５）までのいずれかに

該当することを知りながら、当該者と契約を締結したと認められるとき。 

 （７）乙が、（１）から（５）までのいずれかに該当する者を再委託契約その他の相手方と

していた場合（（６）に該当する場合を除く。）に、甲が乙に対して当該契約の解除を

求め、乙がこれに従わなかったとき。 

３ 本契約は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３４条の３の規定による長期継

続契約であるため、甲は、本契約の締結日の属する年度の翌年度以降において、歳入歳出

予算の当該金額の減額又は削除があった場合は、本契約を変更し、又は解除できるものと

する。 

 

（乙による契約解除） 

第１６条 乙は、甲が本契約に違反し、その違反によって本契約の履行が不可能となった場

合には、本契約を解除することができる。 

２ 乙は、前項の規定により本契約を解除した場合において、損害があるときは、その損害

の賠償を甲に請求することができる。 

 

（違約金） 

第１７条 天災その他不可抗力の原因又は第１５条第１項第２号の規定によらないで乙の責

に帰すべき事由により本契約が解除された場合は、乙は、当該日から契約期間満了までに

係る予定使用電力量に第２条に定める契約金額（電力量料金単価）を乗じて得た額と契約

電力に契約金額（基本料金単価）を乗じて得た額の合計額の１００分の１０に相当する金

額を違約金として甲に支払わなければならない。 

 

（損害賠償） 

第１８条 甲は、第１５条第２項または第３項の規定により本契約を解除した場合は、これ

により乙に生じた損害について、何ら賠償ないし補償することは要しない。 

２ 前条の規定は、甲に生じた実際の損害額が同条に規定する違約金の額を超える場合にお



いては、甲がその超過分につき賠償請求することを妨げるものではない。 

 

（秘密の保全） 

第１９条 乙は、本契約によって知得した内容を契約の目的以外に利用し、又は第三者に漏

らしてはならない。本契約終了後も同様とする。 

 

（所轄裁判所） 

第２０条 本契約について訴訟等を行う場合は、甲の事務所の所在地を管轄する裁判所を第

一審の裁判所とする。 

 

（契約外の事項） 

第２１条 本契約書に定めのない事項については、契約規則及び松山市財務会計規則（昭和

３９年規則第１１号）によるものとし、これらの規則に定めのない事項については、必要

に応じて甲乙協議して定めるものとする。 

 

 

 

  本契約締結の証として、本書２通を作成し、甲・乙記名押印のうえ、各自１通を保有す

るものとする。 

 

 

 令和○○年○○月○○日 

 

 

 

                    甲 松山市二番町四丁目７番地２ 

                       

                      松山市長  野志 克仁  印 

 

 

                    乙 ○○県○○市○○○○ 

                      株式会社○○○○ 

                      代表取締役 ○○ ○○  印 

 

 

 

 

 



 

  



（契約書別紙） 

単価表 

（中須賀第２雨水排水ポンプ場外１７施設） 

№ 施設名 基本料金 
電力量料金単価 

区分 単価 

１ 中須賀第２雨水排水ポンプ場     円/kW 
夏季     円/kWh 

その他季     円/kWh 

２ 和泉雨水排水ポンプ場     円/kW 
夏季     円/kWh 

その他季     円/kWh 

３ 労住協団地ポンプ場     円/kW 
夏季     円/kWh 

その他季     円/kWh 

４ 三津浜雨水排水ポンプ場     円/kW 
夏季     円/kWh 

その他季     円/kWh 

５ 朝生田雨水排水ポンプ場     円/kW 
夏季     円/kWh 

その他季     円/kWh 

６ 勝岡雨水排水ポンプ場     円/kW 
夏季     円/kWh 

その他季     円/kWh 

７ 和気第１雨水排水ポンプ場     円/kW 
夏季     円/kWh 

その他季     円/kWh 

８ 大可賀雨水排水ポンプ場     円/kW 
夏季     円/kWh 

その他季     円/kWh 

９ 西石井雨水排水ポンプ場     円/kW 
夏季     円/kWh 

その他季     円/kWh 

１０ 堀江第１雨水排水ポンプ場     円/kW 
夏季     円/kWh 

その他季     円/kWh 

１１ 垣生中継ポンプ場     円/kW 

ピーク時間     円/kWh 

昼間時間 
夏季     円/kWh 

その他季     円/kWh 

夜間時間     円/kWh 

１２ 浅海中継ポンプ場     円/kW 

ピーク時間     円/kWh 

昼間時間 
夏季     円/kWh 

その他季     円/kWh 

夜間時間     円/kWh 

１３ 清水中継ポンプ場     円/kW 

ピーク時間     円/kWh 

昼間時間 
夏季     円/kWh 

その他季     円/kWh 

夜間時間     円/kWh 

 ※季節区分及び時間帯区分は四国電力㈱の各料金メニューの主契約料金条件による。 



 

№ 施設名 基本料金 
電力量料金単価 

区分 単価 

１５ 北部浄化センター     円/kW 

ピーク時間     円/kWh 

昼間時間 
夏季     円/kWh 

その他季     円/kWh 

夜間時間     円/kWh 

１６ 北条浄化センター     円/kW 

ピーク時間     円/kWh 

昼間時間 
夏季     円/kWh 

その他季     円/kWh 

夜間時間     円/kWh 

１７ 
消化ガス発電 

（中央浄化センター） 
    円/kW 

夏季     円/kWh 

その他季     円/kWh 

１８ 合流ポンプ場     円/kW 

ピーク時間     円/kWh 

昼間時間 
夏季     円/kWh 

その他季     円/kWh 

夜間時間     円/kWh 

 ※季節区分及び時間帯区分は四国電力㈱の各料金メニューの主契約料金条件による。 

 


